
「市民の声」をまちづくりに生かすためにあります。

まちのことを考え、まちづくりを行うためには市民の考えや声が必要ですが、
すべての市民が集まって意見を出し合うとなかなか物事は決まりません。そこ
で、市民の意見を生かしながらまちづくりを行うために、滝川市では市民の中
から 16 人の代表を選んで、市に関する物事を決める話し合いを行っています。
この話し合いを行う場所を「市議会」、代表となっている人を「市議会議員」
と呼んでいます。

まちづくりの方針について話し合うほか、市役所などの執行
機関の仕事がきちんと市民のためになっているのかをチェッ
クしています。

　　議員を通して「請願」したり、
　　議会に直接「陳情」したりすることができます。

市民の皆さんは、市の仕事に対する意見や要望を議会に出すことができます。議
員を通して出されたものを「請願」と呼び、議会に直接出されたものを「陳情」
と呼びます。出された意見や要望は、委員会で審査されたうえで本会議で本当に
市として取り組むべきものであるかどうかを判断されます。

 　

　
　

 

市が行う仕事の中身は議員全員が集まる「本会議」で話し合います。ただし、市が
行う仕事はたくさんあるため、細かい案件は仕事の内容ごとに何人かのグループ「委
員会」に分かれて専門的な立場から詳しく話し合います。

　
　

　

第34号 2020年８月１日たきかわ市議会だより

滝川市議会ホームページをご覧ください。
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